


「地方自治とこども施策｣ 全国自治体シンポ 2023小金井 

 

日 時：令和 6年 2 月 10日～11日（オンライン） 

目 的：子供施策の基本理念と自治体における子供の意見の反映 

主 催：全国自治体小金井実行委員会 

後 援：総務省、こども家庭庁、文科省、東京都 

  

2月 10日：全体会議 開会挨拶：荒牧実行委員長、歓迎挨拶：旧知の白井小金井市長 

自治体報告 

1 流山市 : 竹中大剛、流山市こども家庭部長。 

母になるなら流山市、父になるなら流山市、子供に、住みたい、またはどちらかという

と住みたい、のアンケートに 66%が住みたいという。駅前に送迎保育ステーション設置。 

① こども基本三法に基づく ｢流山市こども計画」の策定 

② 「こどもまん中社会」 で流山市子育てに優しいまちづくり条例制定 

2 川崎市: 二瓶祐児、地域教育推進課長 

① 全国で初めて「こどもの権利に関する条例制定」（2001年 4 月） 

② 月 2回のこども会議 

＊こどもの話しやすい環境づくり ＊ なやみの相談窓口 

3 国分寺市プレイステーション 

① 駄菓子屋 

② 夕暮れカフェ: 中・高生の居場所作り…おやつ作り 楽器演奏 

4 国立市 

① 複合公共施設の開設矢川プラス「中高生ローカルセッション」 

5 藤枝市 : 条例制定に向けて 

① 町内検討委員会       ② こども・若者に意見聴取  

③ 全体のスケジュールつくり  ④ 意見聴取の結果を条例に反映 

まず必要なのは、こども・若者の意見を同じテーブルに出す。 

過大な取り組みでなく庁内連携が重要。 

6 菊川市 :「若者のまちモデル自治体」構想 

①菊川高校生まちづくりスクール ② 菊川市こども・若者参画宣言 

③こども若者の意見表明の仕組 

 

2月 11日：第 6分科会 「こども条例」（オンライン） 

吉永省三 千里金襴大学 

本分科会における問題意識…本分科会 20 年来の取り組み 

「こども条例の意義と役割」 

①条例を如何につくるか② 条例を如何に活かすか③条例を如何に検証するか 



こども条例の骨格が必要である。 

①前文 ②目的と原則 ③こども施策 ④検証の仕組み 

こどもの権利条約に基づく①コミットメント ②参加というパートナーシップ  

③ 社会モデルアプローチ…個人モデルからの超脱 

  ＊ 地方自治の根幹は -こどもに優しいまち- (国連児童基金) 

  ＊ こどもたちが参加して楽しい -こども条例の枠組み- が学校教育の枠組みになる。 

①泉南市こどもの権利に関する条例 

＊ こどもたちが前文を起草・こども会議の実施 

＊ 子育てと子育ちを社会で支える仕組み 

＊ 市民と学校から条例を検証 

② 東京都中野区 

中野区こどもの権利委員会による条例検証の仕組み 

 6-1 こども権利の保障状況の検証で子供に意見聴取 

  6-2 推進計画の検討にあたりこどもへの意見聴取を実施 

 6-3 こども総合計画の策定 

6-4 第 1期権利委員会の策定 

 6-5 第 1期権利委員会における条例の検証 

  6-7 区政における条例の検証 

③ 小金井市条例制定後の今とこれから 阿部寛子 氏 

  小金井市の取り組みから考える。 

  ＊ ココプラネット  

＊ 活かそうこども権利条例の会 

  ＊ こども権利条例は浸透したのか？ 

  ＊ アクション一陳情を 2件出す 

  ＊ キッズカーニバル…こどもの声を聞く 

  ＊ こどもの人権講座 

まとめ 

自治体のこども施策に必要なのは 「首長の熱意」 「行政のキーマン」 「官民の連携」 

とのことである。 

最後に、泉南市の校長の発言は、オンライン状況が悪く再送信を待ちたい｡ 

   

考 察 

主として関東方面の自治体はこども施策が圧倒的に進んでいる。浜田市との比較をする

と何周回も進んでいる。今後の課題は阿部氏のいう三つと、プラス議会の頑張りが求めら

れる。それと、進んでいる他市の中に、議会改革が進んでいる市を発見した。参考になる

と思う。                       以上報告します。 牛尾昭。 


